
|資料3－31資料3－3

伊方発電所
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地貿》調査の概要

綴方蕊

以勉…の…

孝一
…

/、地…の鱈

地貸調査の鵬⑦
／

○陸域の調査･検討
・既往文献調査

・地形調査

(DEMデータ取得,変動地形に着目した地形判読）
・地表地質調査

（地表踏査,ボーリング調査,トレンチ調査）
・深部地下構造調査

L(深部ボーリング調査,反射法地震探査,重力測定,MT探査）
〆

！

○海域の調査･検討
・既往文献調査
・海底地形調査

（音響測深,DEMデータ取得,変動地形に着目した地形判読）
・海底下浅部の調査

（海上音波探査,他機関の海上音波探査記録を総合した解析）
・深部地下構造調査

（エアガン海上音波探査,屈折法探査,ヘリコプター重力測定）
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ﾉ ．地…の概要

地質瀧の鵬②

①地形調査

DEMデータの取得，音響測深，変動地形
に着目した地形判読
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②深部ボーリング調査･地表地質調査
敷地における深さ2,00伽までの深部

ボーリングと敷地近傍における地表
踏査によって詳細な地下構造を把握
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/・勉…の綴要

地貸瀦の綴③

勢海上盲渦電ご海域の詳細な地質”地質構造を把握 音源:ｳｫー ﾀー カン曲
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④エアガン海上音波探査,屈折法探査 ⑤重力測定
地下深部の密度構造を把握

〃’ ■■■■

■

地下深部の速度構造を把握
ノ4弓

■

⑥陸域の中央構造線断層帯を対象とする調査
地形調査(DEMデータの取得，地形判読）

地表地質調査（地表踏査，ホ．-ﾘﾝｸ゙ 調査，ﾄﾚﾝﾁ調査）
地球物理学的調査（反射法地震探査，重力測定,MT探査）
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ﾉ．地…の嬢要

謂査泣置
。 一一

［ 凡例］

一反射法地震探査測線

一反射法地震探査測線（愛媛県）
-MT探査測線
●ボーリング調査地点

■トレンチ調査地点

ロ重力測定範囲

O宣償断層鯛査項目

・反射法地醒探査(4測線）
・ボーリング調査(1孔）
･MT探査(1測線）
池田ほか(2003),Ikedaetal

O宣償断層鯛査項目

・反射法地醒探査(4測線）
・ボーリング調査(1孔）
。MT探査（1測線）
池田ほか（2003）‘IkedaetaI
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予断層（米湊断層.本郡断層含

射法地震探査(1測線）
一リング調査(3孔）

レンチ調査(3箇所）
ほか(200562012)にて公表
E沙亜画r一奎空＝

予断層（米湊断層.本

射法地歴探査(1測線）
一リング調査(3孔）ふ1
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池田ほか

三‘七mm､廷鹿己会画
一。

池田憧治･大野一郎･大野裕毘･岡田篤正,2003.四国北西部地域の中央構造線活断膿系の地下構造とセグメンテーション.地震,2.141-155．

池田倫治･大野総記･長谷川修一･岡田篤正.2005.四国北西部中央構造線活断層系,米湊断屑および本郡断周の地下構造と活動履歴‘地凄,2.413439．

lkedaM｡,S・Toda｡S.Kobayashi,YbOhno,N･Nish漣aka,i‘Ohno､2009.TedonicmodelandiaulisegmenlaMonof!heMedianTedonicLineacUvelaultsystemonShikoku1Japan･Tec10nics，
28,TC500601-22･

池田倫治･後薩秀昭･堤浩之･誌口耕治･大野裕記･西坂直樹･小林修二.2012.四国北西部の中央欄遣線活断層系伊予断層の完新世活動履歴.地質学雑濫.118.220-235．

lkeda.M.9S.Katp,N.Nishizaka,Y,Ohno,KMatsuo,M.Kishimoto,2013,Ma9neioieiiuncimaghigoftheMedianTectonicLineinweslemShikoku.southwestJapan:ImpilcaUonsoIlhefault.6rEIaIedIowｲesistM〃Zone､601.78-86

ﾉ．鯉…の準

|蕊譽識聯遮’
平成25年10月23日
審査会合黄料一部修正海上
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国土地理院

大学研究グループ

産業技術総合研究所

海底ボーリング
(産業技術絶合研究所・
四国絶合研究所の共同研究）
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/、粒…嬢要

七雌汐12002)伊

「伊予灘～佐黄関沖胴L活断層系の広域ｲﾒー ｼ゙ ﾝｸ゙ とｾｸ゙ ﾒﾝﾄ区分」（七山ほか,2002)

○ソノプローブおよびジオパルスを音源とする高分解能音波探査の実施，さらには四国電力，国土地理院
大学研究グループによる既存の音波探査記録の再解析によって，詳細な活断層分布を解明するとともに浅
層の地質構造を把握。
○陸域の伊予断層が海域の活断層群に連続することを確認。
○串沖および三崎沖に認められる大規模な引張性ジョグを重視し，これらをセグメント境界と位置づけた。

＝

一八

／宮

／

010ク0km
§ 一

ソノブローブ湧幅（2”l年限篭
ジオハルス澗蝕（2“I垂ｽﾐ蚕》

－ソノフローブ澗臓【2噸年禰荒
ジオバルス創鰐鰯岬錘悲登）
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髭酌璽に芯殉し『二画鯛＄痛鮭”痩紅を拝つもの】

完繋世に活鴎した娩固《海底の慶彰を伴うもの］
尭断世に活動Lた断扇（淘寒の変位を俸わなも､もの

完新世に活動した換曲海底の変形を倖わなも､もの
後期更斬世以菊に活戯した断扇＆び櫨定断扇
島蝿ほか《2伽>I己よる断隔
鯛凍帯と三籟川帯の墳弊《霞佐ほかi99Z）
三塁川痔と話期坦欄溺の地震境界〔震諾酬L

へ

第8図．伊予灘～別府湾城におげる活断屑の分布とセグメント区分．海底地形データは株式会社四国総合研究所による．本図の作成には．今回の探壷結果に加えて，四
国趣力株式会社(19”,国土地理院(l99Za.1992h2001),松岡･岡村(2000),島崎ほか(2000)等のデータを用いた．睦域の米湊断府および伊予断屈は岡田ほか(1"8),本郡
断層は長谷川ほか(19"),佐賀関断届は吉岡ほか(I"7)による．

Fi里.8.Aclivefhultdistrilmliol1alldscgnlcntntiollintllGIyo-nndaSell-Bcppl'BIlynrca,

篭罰…倫…_應匡緬腫_郷金山満-,1､隷修二長割,霊杉山雄一"叢葛,,"傭…賀"順Lゞ
断層系の広域イメージングとセグメント区分，産業技術総合研究所地質調査総合センター，活断層・古地震研究報告．2,141-152. 8
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"､灰万ま燕立地地点の勉嘩

l騨戦鵲’
平成26年12月12日

審査会合資料再掲布

○伊方発電所において，最

も影響の大きい活断層は
敷地の沖合い約8kmを通
過する中央構造線断層帯
であり，東北東一西南西
走向で右横ずれの性状を
示す。

○敷地は活動度の高い中央
構造線断層帯の南方に位
置し，伊方発電所立地地

点（半径5km)に活断層は
分布しない。

ｰ

Z

【活断層分布図の出典】

中田高・今泉俊文編，2002,活断層詳細デジタ
ルマップ．

産菜技術縫合研究所活断層・地震研究センター‘
2012．活断層データペース，
I1ttpf//riodbO2.ibase,aist,go・jp/activefauI
t/index,htmI>･

島崎邦彦・松岡裕美・岡村侭・千田昇・中田

高．2000．別府湾の海底活断層分布．月刊地球
／号外．28.79-84．

七山太・池田倫治・大塚－広・三浦健一郎・金

山溝一・小林修二・長谷川正・杉山雄一・佃
栄吉．2002．伊予灘～佐賀関沖Mn活断層系の
広域イメージングとセグメント区分．産業技術
縫合研究所地質調査総合センター．活断層・古
地震研究報告．2.141-152．

田中雅章･小西克文・固丙遼也・藩水崖一・高智

英二郎．2010．瀬戸内海西部淘域における活断
■の発見とそのテクトニクスについて.日本応
用地質学会平成22年度研究発表会．93．

ダ、

※敷地に影響を及ぼす地歳の選定については次ページに詳述 10

〃・灰万塞翫立赦倣点の倣錘

|審蕊鰯聴歴’
平成26年11月7日

審査会合資料一部修正

■当社の調査に基づく敷地周辺30km内の活断層
35

・敷地前面海域の断層群
（中央構造線断層帯L=54km断層最短距薩8kmm

・宇和海F-21断旧(L=22km断届最短距薩16kmm

・五反田断個(L=15km断層最短距薩9kmm
鑑

五反田断層は地質評価上の長さは2kmであるが‘地震動評価上は，
長さ15kmとした

■敷地から離れた主な活断層
く当社調査に基づくもの＞

・伊予断層:②33
（中央構造線断層帯L=33km断層最短距離28km)

＜その他機関での評価に基づくもの＞
活断歴の長期解価において、地震調査研究推進本部が評価結果を
公表(2011)

・中央構造線断層帯:①②③④⑤“⑧⑨
（金剛山地東縄一伊予灘L=|約360km)

・中央構造線断層帯:①②③
（石鎚山脈北縁西部一伊予灘L='約130km)

ひじう

・別府湾一日出生断屈帯5⑩⑪
(L=76km断層最短距薩36km)

・上関断層(F-15):

(L=48km断層最短距詮32km)

・上関断層(F-16);(p

(L=32km断眉最短距離22km)

孝螺離舞灘職機"断層鵜と別傭湾~圏出室断罵
…』地震調査研究推進本部地露調香委員会,2011．中央構造繰断層帯(金剛
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～

" ・灰万霧…地“の勉鋸

噴采艤造線の概要 |蕊葉鯉諺延’
平成26年12月12日
審査会合資料一部修正

－

‐ 画産蓉瞳啄＝杜

○中央構造線は西南日本を縦走して内帯の領家帯と外帯の三波川
帯とに2分する地質構造上の大境界（断層）線であるとともに

紀伊半島から四国では活断層である。中央構造線は，長い活動

史の中で活動様式を変遷してきているが，少なくとも第四紀後
半では右横ずれ主体である（岡田1973など）。

○活断層としての中央構造線（以下，中央構造線断層帯と呼

ぶ。）は，フィリピン海プレートの斜め沈み込みに起因する島
弧中央断層であり、東西～東北東一西南西走向であ，る（岡田・

安藤1979など）。

○中央構造線の南側（外帯）に位置する伊方発電所の周辺では
フィリピン海プレートの斜め沈み込み運動に起因して活断層が
形成されており”フィリピン海プレートの影響が支配的である。

■

■

へ

岡田(1973)より抜粋･一部加筆第18図西雨日本の主な澗踊剛と主興地質僻避の分布
飼鯉額は中央錬腱沿う柧対的務超錨（岡田51971を多少改変）

岡田篤正,1973,中央構造線の第四紀断層運動について,中央構造線149-86
活断層研究会編.1991,［新續]日本の活断層分布図と資料．

岡田篤正･安藤雅孝,1979．日本の活断層と地震科学.49,158-169 12

〃､灰万尭燕立勉地点の勉鍵

|鱒鑿懸’
平成26年12月12日

審査会合資料再掲テ外二クズの概要
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○敷地周辺は横ずれ断層が卓越

する地域と正断層が卓越する

地域の遷移域に位置し，横ず

れの卓越する地域に属すると
考えられる。

_孝一Strike-slipfault(横ずれ断層)

〆〆一Normaifault(正断層）
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一

"､戻万霧”立地倣点の倣罐

|鱒藷職’
平成26年12月12日
審査会合資料再掲フr4化:ﾝ海ﾌZ"－f上聯嫌

■■
■

○沈み込むフィリピン海プ

レート上面形状は，詳細

には,四国側でENE-WSW走

向であるのに対して，九

州側ではNE-SW走向に変わ

るなど湾曲している。

○敷地周辺はその向きが変
わる領域にある。
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〃・灰万尭癖立地癖の城“

|急鱒議且繩塵’
平成26年12月12日
審査会合資料一部修正羊に誤る鋤薑漬フプ
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ブロックモデルに基づ<GPS速度

ブロック間の相対的な動き

○四国はフィリピン海プレートのカッ
プリングが強く，歪み蓄積速度が大き
い。 へ
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〃 ・灰万発露立地嫁の勉雄

口篝鱒議且紫態’
平成26年12月12日

審査会合資料一部修正項央…の歪み蓄滑謹麓

野原ほか(2000)によると活断層の検討から四国の中央構造線断層帯周

辺域は歪み蓄積速度が特に大きい地域とされており，測地学的な検討
(LovelessandMeade,2010)からも支持される。

伊方発電所立地地点は歪み蓄積速度が相対的に大きいため，成熟度の
高い活断層が発達しやすく，成熟度の低い活断層が存在し難い地域と
評価される。

○【野原ほか(2000)より抜粋】
「

｡」

『特に値の大きLl地域は.糸魚川一静岡構造線中部,臭飛騨地
域,中央構造線四国地唾である.」
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象庁貢潔デーﾀ，璽駆連穏および全図貫津デーﾀをもとに，承冬20b､以浅，マグニヂユLovelessiJ.P.,B.J.Meade,2010,Geodeticimagingofplatemotions,slipratesiand
一脚以上のものを示した．

partitioningofdefbrmationinJapan,JoumalofGeophysicalResearch,115,B02410,1-35'

野原壮･郡谷順英･今泉俊文‘2000,活断層GISデータを用いた地殻の歪速度の推定,活断層研究.19.23-32.
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露遠地地点の勉嘩"･炭万楽

|騨騨紫’
平成26年12月12日

審査会合資料再掲予雛おける喰采綴造漁し蹴層帯の宕潰効燐折伊

○伊予灘における下部更新統上面には，中央構造線断層帯に属する敷地前面海域の断層群の右

横ずれに伴う変形構造（地溝とバルジの直線的な配列）が明瞭に認められ，成熟度の高い活

断層であることを示す。

○中央構造線断層帯より南側には活断層による累積的な変形は認められない。
○歪み蓄積速度が相対的に大きく成熟度の高い活断層が発達しやすいにも関わらず，伊方発電
所立地地点（半径5km)に活断層が分布しないことは,近接する中央構造線断層帯が成熟した

活断層として挙動していることで説明できる。
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〃・灰万発露立地倣点の勉罐
平成26年12月12日
審査会合資料再掲

平成26年12月12日
審査会合資料再掲… 化ぞテルとの淑雌

○Wesnousky(1999)および高橋・隈元(2006)の活断層進化モデルによると，「活断層の進化の程
度に従って，主となる活断層の近傍では小さな断層の分布密度は減少する」とされている。
○活断層進化モデルとの対比によって，中央構造線断層帯が成熟した活断層へ進化しているため
周辺に別の活断層が発達しないことが支持される。

○なお，岡田・安藤(1979)によっても，「ほとんどの歪エネルギーはここ（中央構造線断層帯）
で解放されてしまい，他の活断層の成長は止まる。」とされている。

ー

鳥取県西部地震震源域
Lowlevelmahlreness

中央構造線断層帯
MaturefaultsvstemInunatureregion

■

【高橋･隈元(2006)より抜粋】
｢内陸地殻内地震の発生源である活断層について
は.その長さや分布の連続性が断層の成熟度に
関連するとの報告がある(Stiningeta1.,1996:
Wesnousky,1999).彼らの活断層進化モデル
(Evolutionoffaultingmodei)の概念図(第1図の

中央と右図)に従えば,活断層帯の長さや不連続
部の割合の相違で定量化される活断層の進化の

、I
〃 I
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･ロノ

〃

I ー

activcfinull
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ccnscdor

decreased

勉岨lt

＄

鐸
０
●
■
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断I徳の分布【荊銅F肇迦錘……」

｢鳥取県西部地霊の発生域では‘顕著な活構造
は存在せず.地震時も地震の規模と比較して地表
変位が目立って小さかった.このことから,鳥取県
西部地震の震源断層は.第1図では中央の図に

1

成熟●

少Timemillionvears

られる.そのような霞央域で,本霊前に地震活動
が集中していた事実を活断層進化モデルで考察
すれば,成熟途上にある地域の護源断層の近傍
に分布する小断層が,本震前の応力増加に伴っ
て破壊を集中的に起こしたことに対応する.」

第1図活断砺の進化モデルの慨念図(Wissnousky(1999)に加筆).地質学的時間スケールにおいて・

活撚造がほとんどない地蟻が。短い断層が帝に分,布する成熟度の低い段階を経て成熟した断瑠帝へ
進化する．

高橋･隈元(2006)から抜粋･一部追記

へ

Wesnousky,S､G.,1999,CrustalDefbrmationProcessesandtheStabilityoftheGutenberg-RichterRelationship,BulletinoftheSeismological

や霞繍¥職｡蜜蝋'塞雅鱈繼害地震に先行する地震濤動の変化と鯖圃成熟度との関係,活断"究､2‘,15-2‘
四噸U岡田蔑正･安藤雅孝.1979.日本の活断層と地震.科学,49.158-169‘
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"・灰万塞癖立地地点の倣錘

|鯉霊懸’
平成26年12月12日
審査会合資料再掲項央 鮒石辺･房臓2005)

○石辺・島崎(2006)によると．「断層の固有地震らしさを支配する原因は断層の成熟度である」。中央機造線から片幅約15km'内の地震を抽
出して規模別頻度分布を検討したStirlingetal.(1996)によって中央構造線が固有地震的な成熟断臓であることが示されており、さら
に石辺・島崎(2006)も1997年10月以降の気象庁一元化カタログを用いた検討によってStirlingetal.(1996)を追認している。
OStirlingetal(1996)および石辺・島崎(2006)の検討によって，中央構造線の周辺域が中央構造線断層帯が成熟した活断層として挙動
する地域に属することが支持される。
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【石辺･島崎(2006)より抜粋】
『断層の固有地震らしさを支

配する原因は断層の成熟度

であるという考えがある｡断層
は初期の段階では様々な波
長の不均質性が存在し,その

規模別頻度分布はG-R則に
従う｡しかしながら.断屈が成
熟し長大な断層に発達するに
つれて,領域内のモーメント
解放を固有地震が担うように
なってくるという考えである｡」
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I

【石辺･島崎(2006)より抜粋】
｢StirlingetaI.(1996)において,固有地霞の発生頻度からG-R則
の傾きbで外挿することで得られた,G-R則が成立する場合に期
待される地震数よりも顕著に少ない地震観測数であった跡津川断
層．中央構造線‘，阿寺断層では本研究でも同様な結果となった｡」



"・灰方発露立地蝉の…

|騨繁鰯’
平成26年12月12日

審査会合資料再掲頃央…帯rが醐刀7ぞデルノ 擬討

○中央構造線断層帯(130kmモデル)について，断層面から片幅5km,10km,15km範囲の地震の規模別頻度分布
を検討した結果，データ数が不足しているものの地震活動が低調で年発生確率がG-R則から大きく乖離して
おり，固有地震的な成熟断層であることが裏付けられる。

○敷地は中央構造線断層帯から約8km南方に位置し，伊方発電所立地地点（半径5km)は中央構造線断層帯が
成熟した活断層として挙動する地域に属すると評価される。
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※地震本部(2013)による日本周辺の平均的なb値
グ

※平均活動間隔は地震本部(2011)による石鎚山脈北縁西部一伊予灘区
間における平均活動間隔である約1千～2千9百年から設定
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地震澗査研究推進本部,2011,中央構造線断暦帯(金剛山地束緑一伊予灘)の長期評価(一部改訂)について． 20
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変位速度場(観測データ） 前弧スリバーの岡ll体回転運動
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130．13ぅ．134．136

NishimuraandHashimoto(2006)に追記

プレート境界面の弾性変形に加えて剛体
回転運動を考慮した方がﾌｨｯﾃｨﾝゲが良
いことが示されている。

30~N

NishimuraandHashimoto(2006)に追記

○西南日本の地殻変動観測によると,鳥取県西部地震震源域を含む西南日本内帯に対し,中央構造

線断層帯から南側の前弧スリバー(西南日本外帯)が反時計回りの岡|l1体回転運動をしていることが示

されている｡中央構造線断層帯沿いの応力場に着目すると四国東部から四国西部,九州に向かって
断層面上の法線応力が低下していると考えられる。
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"・灰方発”立勉地点の倣錐

|騨難蕊’
平成26年12月12日
審査会合資料再掲姻一力〃鱸テ外ニクズ

○四国東部から四国西部，九州に向かって，中央構造線断層帯の断層面上の法線応力低下とともにせん断応力
が減少していると考えられる。

○このような応力場の変化は震源メカニズム解の平面分布にも現れており．フィリピン海プレートの斜め沈み
込みと沖縄トラフの開きで説明される。

○伊方発電所周辺は圧縮場から伸張場への遷移域に位置し，逆断層成分を含んで横ずれの卓越する四国東部か
ら横ずれ成分を含んで正断層の卓越する九州南部は一連のブロックとして大区分される。
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防災科研のFネットデータを使用 Ikedaetal.(2009)から抜粋･一部追記
期間1997/1-2006/12,Mj≧3.5の地震

孝
幻唾NIkeda,M,S.Toda,S・Kobayashi,Y・Ohno,NNishizakaandl･Ohnoo2009iTectonicmodelandfaultsegmentationoftheMedianTectonic
LineactivefaUltsy､emonShikoku,Japan,TECTONICS,28!TC5006,1-22,22

" 雛る撒加 |審鱒難聴庭’
平成26年12月12日
審査会合資料一部修正鵬の発生桝況

○敷地周辺における地殻内地震は,1997年10月～2012年12月の間の気象庁一元化震源によると,深さ12km以浅
で発生しているものの,地震活動は極めて低調である。
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〃､灰万ま諏立趣地点の勉雄

|騨灘蕊’
平成26年12月12日
審査会合資料再掲敷地近蹴おける微"I地震の鑑生柵
深さ(km)

132.36｡051015202530132.26。○伊方発電所西方約3kmに微小地

震活動が認められるもののM2

程度までの小規模な地震のみ
であり，敷地近傍（半径5km)
の微小地震活動は極めて低調

である。

○地震活動が低調でデータ数が
不足しているものの敷地近
傍で大きな地震が発生する確
率は低いと評価される。
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〃・灰方塞燕立勉地点の倣罐
平成26年12月12日

審査会合資料再掲塑鰯戸-/7e"

■震源メカニズム：防災科学技術研究所広帯域地震観測網(F-net)

地震規模:M≧3.5
期間：1997.1～2014.6まで

震源深さ:20km以浅

一

○四国中東部および中国地

方における内陸地殻内地

震には横ずれ型のメカニ
ズム解が多く見られ，最

大主応力はほぼ東西方向
と考えられる。敷地周辺
では内陸地殻内地震が少
ないものの，伊予灘北方

や宇和海南方のメカニズ
ム解は東西圧縮の横ずれ
型である。

○一方，大分県北部におけ

る内陸地殻内地震のメカ

ニズム解は，ほとんどが
南北伸張の正断層型であ

る。敷地周辺の応力場は
東西圧縮の横ずれ型で，

南北伸長の正断層型の応

力場への遷移域に位置す

る。
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〃・灰方発癖立勉倣点の城“

|雛蕊職’
平成26年12月12日
審査会合資料再掲敷地の戚力場
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"・灰万露癖立勉蝉の城壁

|鑿鑿鰯’
平成26年12月12日
審査会合資料再掲敷勉卿方凝厩蛎力鰐の整合健

131 132 133 1説 1蕊

○深部ボーリング調査に基づく最大主応力は
東西方向(N85｡E)と評価され，伊方発電所
の約8km北側に分布する中央構造線断層帯の
走向がN57｡Eで右横ずれが卓越することと整
合的である。

○伊方発電所周辺では内陸地殻内地震の活動
が少ないものの，四国周辺の震源メカニズム
解から東西圧縮横ずれの応力場で南北伸張へ
の遷移域と推定され，伊方発電所における局
所の応力場と整合的である。

面［L■■■■

35 35

へ

蕊 聾

＝

33 33

131 1きぎ 133A 1鋤・
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東 南西I
○敷地内における深部ボーリング調査のコアリングに

伴って発生するブレイクアウト方位を分析したとこ
ろ，東北地方太平洋沖地震の前後で顕著な変化は認
められない。また，伊方発電所地点における応力場

は，周辺の広域応力場と同じく東西圧縮（N85oE）
と評価される。

『ペルナール･アマデイ,オーヴ･ステファンソン著,石田毅監修,船戸明雄翻訳
代表,2012,岩盤応力とその測定.』から抜粋

ボアホールやトンネルおよび立坑のような円形空洞の回りの岩は，掘削に
伴って集中する圧縮応力を支えることができないことがある。岩の破壊に

よって直径の両端が大きくなる現象を「ブレイクアウト」（breakoUt）と呼
ぶ。ブレイクアウトは原位置の最小主応力方向に発生するという経験則があ

り，それによってブレイクアウトから原位置の応力方位を知ることができる。



"・戻方発露立勉“の倣雄

|難灘總
平成26年12月12日
審杳会合資料再掲

○伊方発電所の位置する佐田岬半島は，東北東一西南西方向に伸びる細長い半島であり，その海岸線は複雑
に入り組んでいる。敷地近傍（半径5km)には，「活断層詳細デジタルマップ」，「[新編]日本の活断層一
分布図と資料一」等の既存文献による変位地形･リニアメントの指摘はない。また，詳細DEMおよび空
中写真による独自の地形判読によっても敷地近傍に変位地形・リニアメントは判読されない。したがって，
「孤立した長さの短い活断層」は認められない。
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〃・庚霊燕立地地点の勉錐

|騨鑿職’
平成26年12月12日
審査会合資料再掲
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○敷地周辺の内帯には領家帯に属する地層外帯に

は北から三波川帯，秩父累帯および四万十帯に属
する地層が分布し，地質構造および地質境界断層
は東北東一西南西方向である。
○敷地付近には三波川変成岩類が広く分布する。

■あ
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"・灰万塞率豆粒“の倣雄

|鱒難鰯
平成26年12月12日
審査会合資料再掲

○敷地近傍には広く堅硬な塩基性片岩が分布し，敷地における深部ボーリング調査によって少なくとも深さ
2kmまで堅硬かつ綴密な結晶片岩が連続することを確認しており，審査ガイドにおける「上部に軟岩や
火山岩，堆積層が厚く分布する地域」ではない。また，敷地近傍に火山岩の貫入は認められない。

8km8k

5km5km

凡例

沖積層

段丘堆積物
(段丘堆砿物にはM,H1‘
H3が含まれる.〉

珪質片岩

塩基性片岩

泥質片岩

和泉雁群

背斜軸

向斜軸

断面線

片理面の走向･傾斜
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〃・灰万発癖立粒倣点の勉錐

|害騨議聯匪’
平成26年12月12日

審査会合寅料一部修正の 位…

｜’
○「未成熟な地震帯の南限は山陰の火山フロントの位置とおおむね一致している」（垣見2002a)が，伊方
発電所は火山フロントから大きく南東に外れた位置にあり，第四紀火山と離隔がある。

【垣見(2002a)より抜粋】
一

「未成熟地震の起こり易い地域一山陰
"未成熟"地震帯の提唱一

近年,といっても遡れば1872年浜田地

震(Mj7.1)以来.ということになるが.山陰
地方にはMj6.5以上の内陸地霞が続発し
ている(Fig.11)｡また,日本海の沿岸にそ
い,それよりやや内陸側に,微小地霞が
帯状に分布し,ところどころで群発地震が
発生していることもよく知られている｡この
地方は.中部一近畿地方などと比べると
活断層がきわめて少なく,長さも短いもの
しか知られていない｡したがって.この地
方の地震を､「活断層地震｣として予測す
ることは困難である｡唯一‘地表に明瞭な
地震断層を生じたのは,1927年北丹後地
震(Mj7.3)であったが,これとても活断届
は確実度,活動度ともに低いもので.もし
地震以前に空中写真判読をしていたら．
地震断層の全域に及ぶような活断侭は麗
識できなかったろうといわれている。

これらのことから筆者は.山陰地方は‘
他地域に比べて未成熟な大地震が発生

する地域特性があ苞のではないかと疑っ
ていたが,今回の鳥取県西部地震は,こ
の考えを裏付けるものとなった。

山陰の地震帯には.なぜ未成熟な地震
ばかりが発生するのだろうか｡その理由
は未だわからない｡地震帯の南限は山陰

P

■

いる(Fiq,11参照)から，あるいはこの地方

の現在の火山活動と関連があるかもしれ

亜uo今後の課題であろう｡」

産業技術総合研究所地質調査総合センター.日本の活火山.活火山分布図．
垣見俊弘.2002a,「活断層地震｣と｢バックグラウンド地震｣のはざまの地詮一鳥取県西部地震を例として一.災害の研究.33,113-125 31
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"・顔鐸蕊立地地点の勉錐

|耀灘鼈’
平成26年12月12日

審査会合資料再掲糊 ＜書棚か回OOaﾉ＞

東
特
敷
れ

○
○

北
に
地
る

品 口 〆 獣

声

己

へ

名和一成･駒澤正夫･村田泰章･佐藤秀幸･広島俊男･牧野雅彦･村上文敏･上嶋正人･西村清和･大熊茂雄･大野一郎･村上英記･志知龍一･小室裕
明･山本明彦.2008,松山地域重力図(プｰｹﾞｰ異常).重力図no.26.産業技術総合研究所地質調杏総合ｾﾝﾀｰ． 32

"､反方発露立地城点の勉錐

|轤騨鵲’
平成26年12月12日
審査会合資料再掲〃コホ"g<ヘ

ブーケー異常図

員獄『一
一一 仮定密騨j7g/cnW

憩、〉
○東北東一西南西方向の地質構造と対応する重力異常が認められ，
特に中央構造線と対応する伊予灘の低重力異常が顕著である。
○敷地付近には高密度の塩基性片岩と対応する高重力異常が認めら
れる。
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"・灰万発露立勉地点の勉蝿

『騨鑿職’
平成26年12月12日

審査会合資料再掲敷惣の地衣雛rオフセヅ嫉鴎雪:…ノ
｜

｜ﾄ
○孔A(深度2,000m)と3号炉心付近とを結ぶ測線でｵﾌｾｯﾄVSP探査(VerticalSeismicProfiling
－行い､反射法解析､VSP解析､トモグラフィ解析により敷地の速度構造について検討した。

鉛直地震探査)を

’
凡例◎璽働ボーリング湧蜜紬雪

◎骨伍凸画免■▲

O“ 1m麺型4m…
ひ

1号炉

1号機

■

2号炉

2号機

孔

へ

孔A(オフセ 萱

』F

深部ボーリング孔

(2.0km受信間隔15m)
※測線は北へ I

寺 7．

…
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〃・灰万発露立地蝕点の倣雄

|灘藷職’
平成26年12月12日
審査会合資料再掲敷勉の態ア雛rオフ七Jが峠：跨筒働面ワ

○地下深部までほぼ水平な反射面が連続し､特異な摺曲構造も認められず､敷地の地盤の速度構造は成層かつ均質
と評価される。
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〃・灰方誇率立勉跨の勉鍵

|蝋纈蕊’
平成26年12月12日
審査会合資料再掲敷勉の勉添雛rオフセリ状…：

Ⅱ

○敷地の地盤は極浅部を除けばVp=5km/sを上回る｡地下深部までほぼ水平な反射面が連続して特異な低速度域及び
摺曲構造も認められず､敷地の地盤の速度構造は成層かつ均質と評価される。

1～3号炉
1011，34コ63840NE'#'f!f¥'一,20,40!!,;｡'!80'･AO!22&'24｡!260''2802&,帝、平283032，｡。，”，4016018o2oo22o24o2“’’2“2&9
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〃・灰鐸燕立載轤の勉錐一
癖 |騨認蕊’

平成26年12月12日

審査会合資料再掲(藍とめ）

○伊方発電所立地地点は成熟度の高い活断層が発達しやすく，成熟度の低い活断層が存在し難い地域と評価される。その要
因としては，歪み蓄積速度が大きいことのほか，均質な地下構造（火山との離隔結晶片岩の連続，成層かつ均質な速度

構造）が考えられる。また，近接する中央構造線断層帯が成熟した活断層として挙動しているため,当該地域内に活断層が分
布しないと評価される。一

伊方発電所立地地点の特徴 根拠となる文献･データ項目

活断層詳細デジタルマップ,[新編]日本の活断層活断層
データベース,海上音波探査結果,T層上面形状，詳細
DEMによる地形判読結果.空中写真判読結果

変位地形・

ﾘニアメント
変位地形･リニアメントなし

岡田(1973),岡田･安藤(1979),Stirlingetal.(1996),石辺・

島崎(2006),垣見(2002b),活断層詳細デジタルマツプ，
【新編]日本の活断層,活断層データベース,七山ほか(20
02),海上音波探査結果.地形判読結果Wesnousky(199
9)..T層上面形状．高橋･隈元(2006).岡田･安藤(1979)

一
ｂ

活断層

の成熟度
成熟度の低い活断層が存在し難い地域

軍

Wallaceetal.(2009).Sagiya(2004).野原ほか(200

0),LovelessandMeade(2010)
歪み蓄積速度 大きい(ﾌｨﾘビﾝ海ブﾚｰﾄ沈み込みと対応）

第四紀火山との

位置関係
火山フロントより前弧側で離隔あり 活火山分布図

堅硬かつ撤密な結晶片岩が少なくとも

地下2kmまで連続貫入岩なし
地表踏査結果深部ボーリング調査結果地質

成層かつ均質な速度構造反射断面 オフセットVSP探査結果

Ikedaetal.(2009),震源メカニズム解(F-net).深
部ボーリング調査のブレイクアウト方位．中央構造線
断層帯の走向と右横ずれ性状

東西圧縮の横ずれ型

(沖縄トラフの開きによる正断層型への遷移域）
応力場

微小地震の

発生状況
気象庁一元化震源極めて低調,深さ～12kmで発生

塩基性片岩と対応する高重力異常 名和ほか(2008),ヘリコプター重力測定結果重力異常
37
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肌喰央鎚…静…

蛎膨 |鱒製職’
平成25年10月23日
審杏会合資料再掲

○海底地形には、中央構造線断層帯の延長部に細長い凹みと高まりが直線状に配列する。
○海域西部では，卓越する潮流によって起伏の著しい海底地形が形成されている。 一
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〃軽…帯の”

|蕊鯉且籠露’
平成25年10月23日

審査会合資料一部修正

0A

蓮目

A

三崎沖

屈曲約4km)
志しA

宙

右

や
白

イ
〆

凡例凡例

n沖積層(A)

同更新統(D)

口沖積層(A) 口基盤岩(B)

口更新統(D) 因背斜軸

口上部籍鶏統(T)因向斜軸
国断層(ｹバは低下方向）

国僥曲(円弧は傾斜方向）

Eヨ地層境界

口基盤岩(B)

画背斜軸

A

，

○伊予灘には中央構造線断層帯に属する海域断層群が分布

する。

○伊予灘の中央構造線断層帯は串沖で約4km,伊方沖で
約1km,岬沖で約4km右屈曲する。

へ

0 10 20km

篭
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肌蛭…帯の”
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’
／ 凡例
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〃軽繼…静…

<納漱＞
Ⅱ

／ 凡例

沖横屠【A』 ■基盤岩(B

■■更斬絞【｡） 画斉斜軸

■上蝉蔦患“》国園“
断層【ｹﾊ゙ は篭下方向》

草規曲(円戴は蛾斜方向）
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肌喰果…静…
平成25年8月28日

審査会合資料再掲＜顔方欺＞
A

凡例

■糾胴(A）■感働避(B

ロ更新蝿｡）Lき」ﾘw側軸

■上郎鞠溌麟IT)I"l"""
断用(ｹﾊ'は篭下方向》

ず・繰酋(円彊は顔料方向）

地層墳界
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▲

／NW 、

一

k、

○中央構造線断層帯は、

沖積層を変位させ，海

底面にも変形を与える
高角の活断層として認
められる。

○非常に直線的な活断層
トレースを示す。

○断層分布域の南北でD
層上面に顕著な標高差

は認められず．横ずれ

の卓越する断層運動が

推定される。
○変位の累積しているT
層上面では，断層分布

域の南北でやや北落ち

の標高差が認められ，
わずかに正断層成分を
有すると推定される。
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肌喰央…帯…

／ 凡例
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肌審…静…

／ 凡例
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〃軽…諄…

伊多 …(藍とめノ

＜海底地質断面図＞

○中央構造線断層帯は，沖積層を変位させ，海底面にも変形を与える高角度の活
断層として認められる。

○活断層の分布域には，横ずれ断層変位に伴って形成された地溝やバルジがみら
れる。

○断層分布域の南北でD層上面に顕著な標高差は認められず，横ずれの卓越する
断層運動が推定される。

○変位の累積しているT層上面では，断層分布域の南北でやや北落ちの標高差が
認められ，わずかに正断層成分を有すると推定される。

へ

宜

一

＜エアガン探査断面図＞

○地下浅部で幅を持って雁行配列する活断層はいずれも堆積層内で高角度である。
○三波川変成岩類は領家花こう岩類との会合地点からさらに北へ連続して分布す
るように見え，地質境界断層としての中央構造線が北傾斜であることが示唆さ
れる。

○活断層が右屈曲する地点には，第四紀堆積盆が認められる。

■
一

＜屈折法探査断面図＞

○三波川変成岩類と領家花こう岩類の会合部の深度は2.0～2.5kmである。

孝一
…理
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〃喰采…帯…

の整理＞｜霊蓋騨鰯鳥延’
平成25年8月28日

審賓会合資料一部修正勘蘆長 ＜雛の七

<－シ①岡田(1992),TsutsumiandOkada(1996)
※主に賎域のデータに基づく

③佃(1996)，海域は②露口(1996）
④中田・後藤(1998）

一
一
一
一
一
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~通ﾛ門、ロ壷曹￥'9ヴー声毒5画
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〃 喰采…帯…
平成25年8月28日
審査会合資料一部修正＜囎腔獅離＞〃う屡長
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3他の断層との交差
④第四紀堆積盆の存在
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6横ずれ変位諌歴
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脱 喰央…静…

|蕊禦撫’勘震長さ…③＜四国電力 ＞

＜－し①岡田(1992),TsutsumiandOkada(1996)
※主に陸域のデータに韮づく

ぐ－傷③佃(1996)，海域は②露口(1996）
＜－し④中田・後藤(1998）
ぐ－÷⑤七山ほか(2002)

トド四口極j深いり＆

七山ほか(2002)
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〃項央…静…

|露悪鰯蛎薩’〃漫信ざの湖④<墓試繍ぞテル＞
－

○串沖･三崎沖ジヨグは3～4

○そこで,敷地前面海域セグ
の中央までの54kmとする。
130kmとする。

km以上のステップオーバーを有することから,破壊の停止域になると評価される。
ﾒﾝﾄが単独で活動するケースについて,基本震源モデルの長さを両端の引張性ジョグ
また,四国西部のセグメントが連動するケースについて,基本震源モデルの長さを

へ

｢
0

▼

■
』

敷地前面
強震動予
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〃喰朶…静の”

|慧鯉鰯’〃渥長さ…⑤<墓教繍ぞテル＞
活動区間としては，
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〃攻央…静…

|蕊禦懸’喰央…帯の…仁蔚する知息

中央構造線に関する一般的な知見

へ

○中央構造線は，右横ずれの卓越する活断層であるとともに，地表トレー

スが直線的であること等から，従来は地下深部まで高角の傾斜を有して
いるとの考えが一般的であった。

○一方，近年，物理探査による地下構造研究によって，領家帯と三波川帯
が接する地質境界断層は，四国中東部では北に30-40度で傾斜しているこ

とが指摘されるようになった。

勺

”

○地質境界断層としての中央構造線と活断層としての中央構造線の関係に
ついては，様々な議論がなされているが，明確な結論には達しておらず，

活断層としての中央構造線が北傾斜する地質境界断層に一致する可能性

も指摘されている。

孝
一
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肌喰采…帯…

|蕊灘懸’
平成25年8月28日

雰香会合資料再椙… 毎 ＜7震_と面＞

○敷地前面海域の断層群の分布域に，横ずれ断層変位に伴って形成された地溝やバルジが非常に直線的な
配列を示し，少なくとも地下浅部における活断層はほぼ鉛直である。震源断層もほぼ鉛直である可能性
が考えられる。
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〃喰笑…静…

…毎 <友…香諮栗夛

○地下浅部で幅を持って雁行配列する活断層はいずれも堆積層内で高角度である。
○地質境界断層は北傾斜であることが示唆されるものの，アトリビュート解析結果によると，三崎沖ジヨ
グの断面(JNI-A)および串沖ジョグの断面（串沖,JNI-6)においては，堆積層中にみられる高角度の
活断層の下方で，北傾斜する地質境界断層が高角度の断層によって変位を受けている可能性を示唆する
結果が得られた。
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Ｉ

平成25年8月28日

審査会合資料再掲

ｴﾝﾍ゙ ﾛー ﾌ゙ JNI－A ｴﾝﾍ゙ ﾛー ﾌ゙ JNI－G

、

三通川変庇岩顛 三速川変鹿岩顛

瞬間位相JNI-A 雲議 瞬間位相JNI－G

■
■
■



肌喰央薩誉…静…

|蕊禦撰’
平成25年8月28日
審査会合資料再掲… 毎 <重力…＞

‐窪

○反射法探査屈折法探査の結果を基に重力逆解析を実施し
た結果，地質境界断層は30～40度で北傾斜しているものと
評価される。震源断層が，北傾斜する地質境界断層と一致
する可能性も考えられる。
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〃頃采…帯…

|蕊鰯懸’
平成25年8月28日
審査会合資料再掲め）…簿

○敷地前面海域の断層群は直線的なトレースを示す右横ずれ断層であり，変動地形学的な観

点，地震学的な観点からは，震源断層はほぼ鉛直と評価される。なお，わずかに北落ちの
正断層成分を有すると推定される。へ

○反射法探査によると，地下浅部で幅を持って雁行配列する活断層はいずれも堆積層内で高
角度である。

○地質境界断層は北傾斜であることが示唆されるものの，アトリビュート解析結果によると，

三崎沖ジョグの断面(JNI-A)および串沖ジョグの断面（串沖,JNI-6)においては，堆積
層中にみられる高角度の活断層の下方で，北傾斜する地質境界断層が高角度の断層によっ
て変位を受けている可能性を示唆する結果が得られた。

臼

車
し

ゆ

○なお，反射法探査，屈折法探査の結果を基に重力逆解析を実施した結果，地質境界断層は
30～40度で北傾斜しているものと評価される。

○以上，変動地形学的な観点地震学的な観点，さらにはアトリビュート解析結果も含めた
地球物理学的な観点から総合的に評価し，地震動評価における震源断層面の傾斜角として
鉛直を基本とする。なお，北傾斜する地質境界断層が震源断層面である可能性も否定しき
れないため，その可能性も考盧することとする。

篭
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/以戴倣近”勉湾･地…
平成26年12月12日
審査会合資料再掲/e/al,207"

舜向函3郷a9忙砧諏琿戯1漣睦k3

○Knitteletal.(2014)は，伊方発

電所における深部ボーリングコア
および周辺域の地表サンプルを用
いて年代測定を行い，深さ2,000m

まで後期白亜紀の三波川変成岩類
が分布することを示した。
○地下深部の地質構造に関する研究
に取り組んでいる。
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protoli1hage(Tsutsumieta1.,2009;Kiminami,

2010;Tsutsumieta1.,2012)andthus,wesuggest
toreにr1otheva『ioUsunitsas‘Ju尼ssic

SanbagawaBeltPand.Early'and'Late

CptaCeOusSanbagawaBeir,･respectively.
LikeWise,theavailabieagedatasuggestthatthe

Sanbagawameiamorphicshavebeensubjected

tomeiamorphismduringape巾doftimeandnot
ataspecincpointintime.」
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/以鋭錘房の地質･勉箆鑑

|蕊鶏蝿’
平成25年7月31日
審査会合資料再掲〃甑易柱綱ノ

深度
(m)

1.00伽伽
~て一一一

○本調査で取得した岩石コアの観察によ

ると、地表から深度2,000mまで三波川帯
の堅硬かつ纈密な結晶片岩が分布する。
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/Ⅸ就倣近湧の地質･迩準

|蕊鶏蝿’
平成25年7月31日

審査会合資料再掲イコア索⑦ノ

深度Gn
(m)

○各岩種の代表的な岩石コア写真を示す。
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/Ⅸ砿倣…埴賃･粒…

|蕊蕊蝿’
平成25年7月31日

審査会合資料再掲

深度(mlo伽！ ○深部の岩石コアも非常に堅硬である。

へ
60an

砂質片岩（孔A)

700、
／／

二二二二

／
〆

I

80m

戸
ロ

90伽

泥質片岩（孔A) 一
ｍ

1.000n ●
一

llOGn

1．206，

蛇紋岩（孔A)
ｲ

1.30611

ﾏ 、
』

1.406、

I■■
■■■－

孝一
…函1

1.50伽

71

’
’
’
一
一

－

一
仏
■
二

一

ﾛ■■

■
一

一
一

三

一



/Ⅸ鋭罐”倣欝･倣鐸

i襄駕蝿’
平成25年7月31日
審査会合資料再掲

深度(m)1.00m

'○深度2,000m付近では､泥質片岩と塩基性片岩の互層となっている。
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似戴錘”倣湾･城…
平成25年7月31日
審査会合資料再掲敷勉の地質綴造

A
A

標高
○敷地内のボーリングデータや地表踏査から、地
下浅部に広く塩基性片岩が分布することを把握
している。

○3号炉心付近の500mボーリングと岩相を対比し

た結果、本調査で確認した荷揚岸壁における泥
質片岩主体層の上面（深度約130m)は、3号炉
心付近における深度約350mに対比され、境界面

は地下深部で北へ緩く傾斜しているものと評価
される。
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/Ⅸ貌城”の埴貿･粒…
平成25年7月31日
審査会合資料再掲
平成25年7月31日
審香会合資料再掲平面図フ

○敷地近傍には広く塩基性片岩露頭が分布し、地下浅部に厚さ数百m程度の塩基性片岩主体層が分布する。

○敷地近傍における地表踏査結果と深部ボーリング調査結果を総合すると、地下深部には泥質片岩主体
層が分布し、佐田岬半島に沿って開いた背斜（緩く凸状）を示すと評価される。
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/Ⅸ鋭…の粒貸｡独…

|蕊鶏撫’
平成25年7月31日
審査会合資料再掲
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ﾛ■■珪質片岩

一塩基性片岩

■ﾛ■泥質片岩

■■和泉層群

東西断面

伊方発電所



/以裁…倣欝･地…

|蕊襲螺’
平成25年7月31日

審査会合資料再掲

○次頁に示す地質断面図の位置を示す。
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/以秘近療の倣魔･遡鐸
平成25年7月31日

審査会合資料再掲

平成25年7月31日

審査会合資料再掲

○地表で確認される珪質片岩、泥質片岩の薄層を鍵層として地質断面図を作成し、敷地近傍の三次元的な
地質構造がほぼ水平であることを把握している。
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/Ⅸ貌倣近源の倣爵･蝕鐸
平成25年7月31日

審査会合資料再掲
平成25年7月31日
審査会合資料再掲の漱肪
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以勉…の虐砺盤

勉鯛離欝する繍准

○調査手法に関する信頼性

地質調査にあたっては，1号炉,2号炉及び3号炉における調査データを含め,既存文

献や既存の地質調査データを網羅･蓄積するとともに自主的な研究活動として継続的な
調査を進めた｡調査手法については,技術の進歩を踏まえつつ新しい手法の適用の妥
当性を検討した上で,調査地域の特性や調査目的に応じて適用条件や精度等を考盧し，

適切な調査手法を選定した｡調査計画については,対象事案の技術的難易度に応じて
社外の学識経験者等の第三者にも意見聴取し作成した。

『
昼
庵
〕
隆

○調査結果に関する信頼性

調査結果のとりまとめに際しては,調査目的に応じて十分な精度を有する調査資料を

用いるとともに,既存文献の調査,変動地形学的調査,地表地質調査,地球物理学的調
査等の各調査手法の特性を活かし,これらの調査結果を適切に組み合わせて総合的に

評価した｡また,評価の過程において学会発表等(1997年以降計110件)を行うなど中
立的な第三者の意見を広く聴取して調査結果の取りまとめに反映するとともに,これらの
調査結果のうち学術的な価値が特に高いものについては専門誌の査読論文(計23件)と

して公表し,社会的な信頼性向上と学術貢献に努めた。
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以独…の億爾荏

登 ⑦
＝ 碧鶉の公

公表年タイトル学会.雑誌

Semi-empiricalestimationofgroundmolionusingobservedrecordsataJoumalofSeismology,5,63-72.
2001

siteinShikoku,Japan

2003歴源分布からみた伊予菱周辺フィリピン海プレートの形状および地歴特性地震2,267-279.

2003四国北西部地域の中央構造線活断層系の地下構造とセグメンテーション地震2.141-155.

200‘；雛西部中央構造線清断層系米湊断腰および本郡断膳の地下構造と活地震2‘4'…

20068W!靴淵職egmentation!andactivityo繩heMedianTectonioTecton6physics,412,49-60.

20068|巽纈臨謹:溜謡縣酬剛:｡ninJapanUsingSii@BulleiinofiheSeismologicalS･cietyofAmerica,96,898-913

200@"WW鯆臓謡調捌剛St『｡n9-M'｡鮒･nStationsinBulletino剛heSeism･lo9icalS･cietyofAmerica,96,…2‘
地質学雑誌,112.608-611.

2006揮慨脅蕊州地域に分布する備職瀬戸暦群中の火山灰層のﾌ゙ｲ，
2006四国北西部伊予灘海域における中央柵造線活断層系の変動地形と地下機造電力土木‘322‘9－18．

－断層模型実験による震源断層のイメージングー

2006断層近傍まで適用可能な震度の距離減衰式の開発日本建築学会構造系論文集､604,201-208.

200817世紀以降に芸予地域に発生した被害地震の地震規模地震02,193-217.

2008豊後水道近傍で発生した歴史的被害地震の地震規模地震,2,225-242.
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以勉…の“踵

②の公

公表年 タイトル 学会･雑誌

TectonicmodelandfaultsegmentationoftheMedianTectonicLineactive
fauitsystemonShikoku,Japan

2009 Tectonics,28,TC5006|､1－22

2011 AcharacteristicrupturemodeifOrthe2001Geiyo,JapanEarthquake PureandAppliedGeophysics,168,631-644

ご
〉
公
一

GIobaloptimisationbysimulatedannealingfOrcommonrefiectionsurface
stackinganditsapplicationtolow-fOldmarinedatainsouthweJapan

2012 ExploraUonGeophysics,43059-69

四国北西部の中央構造線活断層系伊予断層の完新世活動賎雁2012 地質学雑誌.118.220-235 妙
堅

2012 ニュージーランド6Mw7.1ダーフィールド地震に伴った地表地歴断層 活断層研究,36.31~44

MagnetotelluricimagingoftheMedianTectonicLineinwestemShikoku
southwestJapan:Implicationsofthefault-reiatedlow-resistivityzone

2013 TectonoPhysics,601,78-86

地震探査データから計算されたQ値から推定される中央構造線周辺の岩相分
布

2014 材料.63,250-257

四国西部の中央櫛造線断隔帯川上断層の東部における完新世後期の活動
履歴

2014 活断層研究,40,1-18

宇和盆地の花粉分析からみたMIS15以降の植生変遷史2014 植生史研究，23‘3－19

『玄興日記』が記す｢かみの関｣地点の比定(1596年豊後地震）2014 歴史地震29.183~193

へ
U-PbagesofdeiritaizirconsfromtheSanbagawaBeltinwestem
Shikoku:AdditionalevidencefOrtheprevalenceofLateCretaceoUs
protolithsoftheSanbagawaMetamorphics

2014 JoumalofAsianEalthSciences,96,148-161
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